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【このソフトの特徴】 

 複数のエクセルファイルに存在するワークシートを１つのワークブックに集約するツールです。 

 デジタルメーター風のユニークな見た目とファイルをドラッグ＆ドロップしてボタンを押すという 

 シンプルなUIが特徴です。 

 各支所・営業所等から送付される報告のように、多数のエクセルファイルから特定の名前のシート 

 だけを１つのエクセルファイルに集約するという使い方もできます。 

 

【本製品について】 

 ・本プログラムの著作権はNumber14 が保持しています｡  

 

【動作環境】 

 ・Microsoft Excel 2003/2007/2010 

    WindowsXP + Excel2003 及び Windows7 +  Excel2010 で動作確認しました。 

 

【ファイル】 

 ・「シート集約.xls」・・・プログラム本体 

 ・「ReadMe.pdf」・・・・・今読んでいるファイル 

 

【インストール・アンインストール】 

 配布ファイルを解凍するとフォルダ「exshclct」が作成され、上記の２つのファイルが展開されます。 

 マクロ機能を使っていますが、基本的にはただのエクセルファイルなので動作に必要なファイルは、 

 「シート集約.xls」のみです。 

 

【起動時の注意】 

 このソフトは、MicrosoftExcel のマクロ機能を使って作られています。 

 マクロ機能を使用しますので、Excelのセキュリティを「中」以下にしてください。 

 （エクセルのメニューバーの「ツール」→「マクロ」→「セキュリティ」）    

 起動時のセキュリティ警告が表示される場合は「マクロを有効にする」をクリックしてください。 
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【使い方】 

 ①他のエクセルファイルを全て閉じ、マクロ機能を有効にしてファイルを開いて下さい。 

 

 ②ファイルを開くとデジタルメーター風のフォームが開きますので、この上に集約したいエクセル 

  ファイルを全てドラッグ＆ドロップします。 

 

 ③２つ以上のワークブックをドラッグ＆ドロップすると「Ready」の青ランプが点灯します。 

 

 ④必要に応じてシート名フィルターやその他の設定を行います。 

 

 ⑤青ランプが点灯している状態で「Start」ボタンをクリックして下さい。処理が開始されます。 

 

 ⑥処理が終了するとファイル保存のダイアログが開きますので、適当に名前を付けて保存して下さい。 

 

 ⑦ドラッグ＆ドロップしたファイル内のシートが集約（コピー）されたワークブックが作成されます。 

 

 ※複数のファイルをまとめてドラッグ＆ドロップしたり、フォルダごとドラッグ＆ドロップする事が 

  できます。 

  フォルダをドラッグ＆ドロップした場合、サブフォルダ内の全てのファイルが対象となります。 

 

 ※対応ファイルは、「.xls」「.xlsx」「.csv」のみです。 

 （Excel2003で「.xlsx」ファイルを処理するには、「.xlsx」形式のファイルを開くことができる環境 

  が必要となります。） 

 

 ※データが入力されていないシートはコピーされません。 

 （罫線・書式等のみが設定されていても値の入力されたセルが１つも無い場合はコピーされません。） 

 

 ※エクセルの仕様上ワークブックの最大シート数は２５５枚となりますので、それを超える場合には 

  エラー停止します。 

 



【オプション機能】 

 Ver2.0以降からオプション機能を強化しました。 

 

 ○シート名フィルター機能 

  集約する対象のシートを名前で絞り込む事ができます。 

  画面中央のスライドスイッチを右へスライドするとシート名フィルター機能が有効になり、下段の 

  フィルター文字入力テキストボックスが開きます。 

  この部分に抽出する絞り込むシート名を入力して下さい。 
 

   ※抽出するワークシート名には「＊」「？」のワイルドカードが使用できます。 
 

   ※例えば「＊月集計」と入力すると、「○○月集計」という名前のワークシートのみを集約し 

    ます。 

 

 ○シート名の設定 

  集約する際のシート名を「WB」「WS」２つのボタンで以下のように設定できます。 
 

  ①「WB」を有効にすると集約したファイルのシート名がオリジナルのワークブック名（ファイル名） 

   になります。 
 

  ②「WS」を有効にすると集約したファイルのシート名がオリジナルのシート名になります。 
 

  ③両方を有効にすると、オリジナルのワークブック名＋シート名になります。 
 

  ④両方を無効にすると、Sheet1、Sheet2のように連番でシート名が割り当てられます。 
 

   ※エクセルの仕様上シート名は３１文字以内となりますので、設定したシート名が３１文字を 

    超える場合は、その一部がカットされます。 
 

   ※ワークブックが保護されている場合には名前の変更ができませんので、オリジナルのシート名 

    のまま集約（コピー）されます。 

 

 ○その他設定 

  ①「VAL」を有効にするとワークシート内の計算式をすべて値に変換してからコピーします。 
 

   ※他シートを参照した計算式がある場合には有効ですが、同じシート内を参照している計算式も 

    全て値に変換されます。 
 

   ※シートが保護されている場合には値に変換できませんので、シート保護を解除してから集約 

    を行って下さい。 

 

  ②「OBJ」を有効にすると通常のワークシートの他、非表示設定されているワークシートとグラフ 

   シートも集約の対象にします。 
 

   ※その他のマクロシートやユーザーフォーム、標準モジュール等は対象外となります。 

 



【画面の説明】 

 

 

 

 

 

 

 

【使用条件】 

 プログラムの保護の解除及び改変をしてはなりません。 

 使用条件及び著作権表示の一部又はすべてを削除してはなりません。 

 

【事故・故障など】 

 このプログラムを使用して起こった何らかの事故、故障などの責任は負いかねます。 

 ご使用の際はこの事を承諾した上でご使用下さい。 

 

【サポートなど】 

 ご質問、不明な点等はメールをいただければお応えするようにしています。 

 バグや要望などありましたらメールにてご連絡下さい。 

 

【連 絡 先】 

 メールアドレス：number14@yahoo.co.jp 

 

【転載・雑誌収録について】 

 メールにて事前にご連絡下さい。 

クローズボタン 

処理の進行状況を表示します 

ドラッグ＆ドロップした処理対象の

ファイルカウンターです 

処理中はコピーしたシートのカウン

ターが表示されます 

シート名設定ボタン 

「WB」「WS」の２つのボタンで集約

した際のシート名の設定を行います 

オプション設定ボタン 

「VAL」「OBJ」の２つのボタンで 

集約する際の設定を行います 

シートフィルタースイッチ 

右にスライドするとフィルター機能が有効と

なり下の入力テキストボックスが開きます 

フィルター文字入力テキストボックス 

この部分にフィルター文字を入力します 

（「＊」「？」のワイドルカード使用可） 

「Ready」ランプ 

処理が開始できる状態である事を

示すランプです 

「Error」ランプ 

処理中エラーが発生すると点灯します 

「Reset」ボタン 

既にドラッグ＆ドロップして集約の対象

にされているファイルをリセットします 

「Start」ボタン 

処理を開始するボタンです 

２つ以上の対象ファイルをドラッグ＆ドロップして

「Ready」ランプが点灯した状態でないと処理は開始

されません 
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